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題目： GONAD 法を用いた簡便ゲノム編集マウス・ラット

作製法 
講師：松山 誠 先生（重井医学研究所分子遺伝部門） 
Teaching Staff:  Makoto  MATSUYAMA (Group leader , Division of Molecular Genetics, Shigei 
Medical Research Institute, Okayama) 

 
日時：平成 30 年 12 月 14 日(金) 17 時 30 分～19 時 
Time and Date:  December 14 (Fri.), 2018  17 : 30～19：00 

場所：医系研究棟 3 号館 6Ｆ ライブラリー 
Room:  Medical Science Research Building 3, 6th floor , Meeting Room 
言語：日本語  Language: Japanease 
 
要旨：CRISPR-Cas9 に代表されるゲノム編集技術の発展により、これまで遺伝子改変が困

難であった生物においてもゲノム編集が行われるようになった。ラット（Rattus norvegicus）
は腎臓病や高血圧など様々な疾患モデル動物として古くから利用されてきた。マウスより

も個体サイズが大きく、扱いやすいなど実験的利点がある一方で、2010 年まで ES 細胞が

樹立されず、ノックアウトラットの作製や遺伝的解析を行う上での欠点となっていた。ゲ

ノム編集技術を利用した遺伝子改変ラットの作製法が発達し、遺伝的解析の有用なモデル

動物となりつつある。しかし、実際の作製過程においては、ex vivo での受精卵の取り扱い

やマニピュレーターによるマイクロインジェクションなど非常に高度かつ専門的な技術が

必要とされる。 
 最近私たちは、マウスにおいて受精卵を体内から取り出すことなく、簡便にゲノム編集

可能な i-GONAD 法を開発した 1)。i-GONAD 法は卵管内にある着床前の受精卵に対して、

核酸・タンパクをエレクトロポレーションによって導入し、ゲノム編集を行う方法である。

さらに、i-GONAD 法を応用・発展させ、新たな遺伝子改変ラット作製法 rGONAD 法を開

発した 2)。本発表では、GONAD 法を用いた遺伝子改変マウス・ラットの作製法および、

この作製法を利用した新規疾患モデルラットについて紹介したい。 
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※関係専門分野・講座等の連絡担当者：腫瘍病理学 榎本 篤（内線 2093） 

Contact: Department of Tumor Pathology (Ext.2093) 
事前の申込みは不要です。No Registration Required. 


